
国
の
森
林
・
林
業
再
生
プ
ラ
ン
の

推
進
に
よ
る
補
助
金
や
辺
地
対
策
事

業
債
な
ど
を
財
源
に
、
昨
年
８
月
か

ら
工
事
が
進
め
ら
れ
て
い
た
ふ
れ
あ

い
交
流
館
は
、
昨
年
末
に
建
物
が
完

成
し
、
道
の
検
査
な
ど
を
経
て
こ
の

日
の
見
学
会
の
開
催
と
な
り
、
沓
澤

道
林
務
局
長
、
後
志
管
内
選
出
の
３

人
の
道
議
会
議
員
や
町
議
会
議
員
、

町
内
外
の
林
業
・
建
設
業
関
係
者
、

地
域
住
民
な
ど
１
２
０
人
が
参
加
し

て
行
わ
れ
ま
し
た
。

松
井
町
長
が
「
積
丹
産
カ
ラ
マ
ツ

を
使
用
し
て
建
設
さ
れ
た
ふ
れ
あ
い

交
流
館
を
、
地
域
の
様
々
な
活
動
の

拠
点
施
設
と
し
て
利
用
し
て
い
た
だ

き
、
地
域
活
性
化
に
役
立
て
て
い
た

だ
き
た
い
。」
と
挨
拶
を
し
た
後
、
ふ

れ
あ
い
交
流
館
の
建
設
に
あ
た
っ
て

地
域
材
を
使
用
し
た
経
済
波
及
効
果

に
つ
い
て
の
林
産
試
験
場
の
研
究
職

員
に
よ
る
講
演
や
施
設
の
見
学
な
ど

が
行
わ
れ
ま
し
た
。

ま
た
、
野
塚
町
の
皆
さ
ん
に
よ
る

神
楽
の
披
露
や
、
町
内
会
と
婦
人
会

が
用
意
し
た
ゴ
ッ
ゴ
汁
や
す
り
身
汁

な
ど
が
振
る
舞
わ
れ
、
建
物
の
完
成

を
祝
い
ま
し
た
。
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干干干干干干干干干干干干干干干干干干干干干干干干干干干

干干干干干干干干干干干干干干干干干干干干干干干干干干干

患
患
患
患
患
患
患
患
患
患
患
患
患
患
患
患
患
患
患
患
患
患
患
患
患

患
患
患
患
患
患
患
患
患
患
患
患
患
患
患
患
患
患
患
患
患
患
患
患
患

　
積
丹
産
カ
ラ
マ
ツ
を
使
い
、「
木
の
良
さ
」
と
「
木
材
の

地
産
地
消
」
の
町
の
Ｐ
Ｒ
を
兼
ね
た
木
造
公
共
施
設
・
野

塚
地
区
ふ
れ
あ
い
交
流
館
の
完
成
見
学
会
が
１
月
　
日
31

催
さ
れ
ま
し
た
。

▲施　設　名　野塚地区ふれあい交流館
　延  床  面  積　283㎡　  　
　構　　　造　木造軸組工法　平屋建
　木材使用量　約79立方メートル
　　　　　　　　（積丹産カラマツなど）

 新新新新新新新新新新新
たたたたたたたたたたた
ななななななななななな
地地地地地地地地地地地
域域域域域域域域域域域
ののののののののののの
拠拠拠拠拠拠拠拠拠拠拠
点点点点点点点点点点点
とととととととととと
しししししししししし
と
し
ててててててててててて

野野野野野野野野野野
塚塚塚塚塚塚塚塚塚塚
地地地地地地地地地地
区区区区区区区区区区
ふふふふふふふふふふ
れれれれれれれれれれ
ああああああああああ
いいいいいいいいいい
交交交交交交交交交交
流流流流流流流流流流

　
野
塚
地
区
ふ
れ
あ
い
交
流
館館館館館館館館館館館

完完完完完完完完完完
成成成成成成成成成成
見見見見見見見見見見
学学学学学学学学学学
会会会会会会会会会会

完
成
見
学
会
　

集会集会室室

研修研修室室

厳しい潮風に耐えた

 ““““““““““積積積積積積積積積積丹丹丹丹丹丹丹丹丹丹カカカカカカカカカカララララララララララママママママママママツツツツツツツツツツ“積丹カラマツ”””””””””””
ののののののののののののののののののののの人人人人人人人人人人人人人人人人人人人人人気気気気気気気気気気気気気気気気気気気気気の人気ををををををををををををををををををををををごごごごごごごごごごごごごごごごごごごごご存存存存存存存存存存存存存存存存存存存存存知知知知知知知知知知知知知知知知知知知知知ご存知ででででででででででででででででででででですすすすすすすすすすすすすすすすすすすすすかかかかかかかかかかかかかかかかかかかかかですか外外外外外外外外外外外外外外外外外外外外外外

　町内での森林づくりへの取り組みを
している㈱新宮商行（本社・小樽市）は、
美国町から婦美町にかけてカラマツな
どの社有林328ヘクタールを有してお
り、そこから切り出されるカラマツの一部は、同社銭函工場で木製窓
や外壁材などにして加工、販売されています。（写真：上）
　また、飛騨産業㈱北海道工場（三笠市）では、新宮商行から産出
したカラマツ材を使用して、テーブルやソファなどの制作がされて

おり「北海道物語・積丹」の製品名
で販売されています。（写真:左）
　両社の製品は、60年生以上の積
丹カラマツだけが持つ、木目の美
しさ、独特の赤みや小節の特性を
生かした仕上がりとなっていま
す。
（写真：完成見学会での展示品）
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鰊
伝
習
館
 

　
　
ヤ
マ
シ
メ
番
屋
で
は
・
・
・

　

や
ん
集
小
道
づ
く
り
推
進
協
議
会（
成
田
静
宏
会
長
）

が
主
催
す
る
「
こ
ど
も
縁
日
」
も
同
日
行
わ
れ
、
大
勢

の
子
ど
も
た
ち
が
縁
日
を
楽
し
み
ま
し
た
。

　

射
的
や
く
じ
、
型
抜
き
に
何
度
も
列
に
並
び
挑
戦
す

る
子
ど
も
た
ち
で
、
用
意
さ
れ
た
３
６
０
回
分
は
わ
ず

か
１
時
間
で
な
く
な
る
ほ
ど
の
盛
況
振
り
で
し
た
。

　

今
年
で
第
９
回
目
と
な
る
積
丹
町
商
工
会
（
山
本
俊
三

会
長
）
主
催
の
「
し
ゃ
こ
た
ん
夢
あ
か
り
」
が
２
月　

日
11

に
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

　

今
年
も
、
メ
イ
ン
会
場
や
各
家
庭
、
事
業
所
な
ど
で
、

人
気
ア
ニ
メ
の
キ
ャ
ラ
ク
タ
ー
や
滑
り
台
な
ど
、
趣
向
を

凝
ら
し
た
雪
像
や
ス
ノ
ー
キ
ャ
ン
ド

ル
が
飾
ら
れ
、
暖
か
な
優
し
い
光
が

町
を
包
み
、
ま
た
、
美
国
町
の
中
央

交
差
点
の
メ
イ
ン
会
場
で
は
、
同
会

女
性
部
が
甘
酒
を
無
料
で
提
供
し
た

ほ
か
、
同
会
青
年
部
が
特
設
会
場
を

設
け
、
ビ
ー
ル
や
お
で
ん
、
唐
揚
げ

な
ど
を
販
売
し
、
イ
ベ
ン
ト
を
盛
り

上
げ
ま
し
た
。

　　　　「冬の積丹」を満喫！

２
０
１
２
　
し
ゃ
こ
た
ん
夢
あ
か
り

今
年
も
力
作
が
勢
ぞ
ろ
い
！

寒さを
忘れ

　

ど
っ
こ
い
積
丹
冬
の
陣
「
鍋
の
競

演
」
に
続
く
第
２
弾
と
し
て
、「
ミ
ニ

歌
謡
シ
ョ
ー
」（
佐
藤
勝
次
実
行
委
員

長
）
が
岬
の
湯
し
ゃ
こ
た
ん
を
会
場

に
開
催
さ
れ
、
観
光
バ
ス
ツ
ア
ー
や

一
般
の
入
浴
客
ら
で
賑
わ
い
を
見
せ

ま
し
た
。

　

２
月　

日
、　

日
、　

日
の
３
日

11

18

25

間
に
わ
た
っ
て
行
わ
れ
た
ミ
ニ
歌
謡

シ
ョ
ー
で
は
、
武
山
あ
き
よ
さ
ん
、

ち
は
ら
さ
き
さ
ん
、
近
江
亜
矢
さ
ん

が
そ
れ
ぞ
れ
来
場
。
迫
力
あ
る
プ
ロ

の
歌
唱
力
に
会
場
は
熱
気
と
歓
声
に

包
ま
れ
ま
し
た
。

　

ま
た
、
当
日
は
、
積
丹
産
の
岩
の

り
を
使
用
し
た
ほ
っ
け
の
す
り
み
汁

が
無
料
で
振
舞
わ
れ
、
心
も
体
も
温

ま
る
歌
謡
シ
ョ
ー
と
な
り
ま
し
た
。

　

※
同
実
行
委
員
会
で
は
、
３
月　
17

日
に
も
ミ
ニ
歌
謡
シ
ョ
ー
を
同
会
場

で
開
催
予
定
。

　
ど
っ
こ
い
積
丹
冬
の
陣

「
第
２
弾
」

歌
謡
シ
ョ
ー
に
酔
い
し
れ
て
・
・
・ 




